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•基本的には同じ（再エネ・省エネ・自然

資源投資による雇用創出・経済復興）

•コロナ禍後、EUはGRを良く使うように

なったものの、米国ではGNDの方が良

く使われる
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グリーン・リカバリー（GR）と
グリーン・ニューディール
（GND）



最大のポイントは雇用創出と雇用転換

3出典：IRENA（2020）
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再エネ・省エネによる温室効果ガス排
出削減は安くて速くて雇用創出大きい

出典：IEA（2020）
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出典：鳥取県「鳥取健康省エネ住宅」

事例：断熱基準（鳥取県）

日本の省エネは遅れている



6出典：米国のエネルギー関連投資会社Lazardの各年版データ

発電エネルギー技術のコスト比較（米国）

原発や石炭火力は高いというのが
世界の常識になりつつある
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米国政府もそう言っている

7出典：US Energy Information Administration（2020）
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政府・シンクタンクの
GR/GND提案の共通要素
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 分野別投資額

 分野別経済効果

 分野別雇用創出数

 CO2排出削減効果

 PM2.5排出削減効果（回避死亡者数）

 分野別政策

 電力価格

 電力需給バランス

 雇用転換対策

 財源



9出典：UC Berkley（2020）
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出典：未来のための
エネルギー転換研究
グループ（2021）



11出典：未来のためのエネルギー転換研究グループ（2021）



エネルギー全体

• 2030年：省エネでエネルギー消費量40%以上減少(2010
年比)、再エネ割合約3分の1

• 2050年：省エネでエネルギー消費量62%以上減少(2010
年比)、再エネ割合約8割

電力・CO2

• 2030年：再エネ電力割合44%、省エネで発電量30%減
(2010年比)、CO2排出55％削減（1990年比）

• 2050年：再エネ電力割合100%、省エネで発電量40%減
(2010年比)（再エネ発電量は増加）、CO2排出93％以上
削減（1990年比）

12

GR戦略の数値目標（既存技術のみ
で達成可能）



GR戦略における経済効果など
（GR戦略のミソ）

• 投資額：2030年までに累積約202兆円（民間約151兆
円、公的資金約51兆円）、2050年までに累積約340
兆円

• エネルギー支出削減額：2030年までに累積約358兆円
（2050年までに累積約500兆円）

• 雇用創出数：2030 年までに約2544万人年（年間約
254万人の雇用が10年間維持）

• GDP効果：2030年までに累積205兆円（政府予測
GDPに対する増加額）

• 大気汚染による死亡の回避：2030年までにPM2.5曝露
による2920人の死亡を回避
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GR戦略の各分野への投資額
（2021〜2030）

14出典：未来のためのエネルギー転換研究グループ（2021）

単位：兆円
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GR戦略によるCO2排出削減の内訳

GR戦略は既存技術のみでの削減可能量を
定量的に示している！ 出典：未来のためのエネルギー

転換研究グループ（2021）

BAU（成り行きシナリオ）での

排出量

既存技術のみでの排出削減可能量



GR戦略の経済合理性
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エネルギー支出削減と対策設備投資
（2021〜2030年までの累積額）

GR戦略は省エネ可能量を細かく積算している！

出典：未来のためのエネ
ルギー転換研究グループ
（2021）



GR戦略でGDPは増加
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GR戦略を実施した場合の2030年までの付加価値（GDP）増加額

出典：未来のためのエネ
ルギー転換研究グループ
（2021）
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GR戦略における雇用転換のイメージ

出典：未来のため
のエネルギー転換
研究グループ
（2021）



雇用転換は世界で進んでいる

• 米国では、2019年時点で、エネルギー効率向上、再

エネ、系統管理および蓄電、クリーン自動車、クリー

ン燃料の5つの分野の雇用数は合計で約335万人。一

方、化石燃料分野および原子力発電分野の雇用数は、

それぞれ約119万と約7万人（E2 2020）。

• クリーン・エネルギー分野の雇用数は増加傾向、化石

燃料分野および原子力発電分野の雇用数は減少傾向

（NASEO and EFI 2019）
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GR戦略での電力価格

20

年 発電コスト総額[兆円] 発電コスト単価[円/kWh]

シナリオ シナリオ

GR戦略 政府エネルギー・
ミックス GR戦略 政府エネルギー・

ミックス

2018 16 16 16 16

2030 11 15 14 14

2040 10 14 12 14

2050 9 14 10 14

出典：未来のためのエネルギー転換研究グループ（2021）
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GR戦略での電力需給安定性の検証

出典：未来のためのエネルギー転換研究グループ（2021）
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https://green-recovery-japan.org/
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https://green-recovery-
japan.org/pdf/greenhousegas_2030.pdf
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